
コンピュータ機器の電源コードを本装置のコンセントに接続してください。

N8142-22A

N8142-23A N8142-29

N8142-11B
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Step 1 梱包内容の確認
装置を設置する前にまず、以下のものが揃っているかを確認してください。
万一不足しているものがありましたら、販売店へご連絡ください。

q 無停電電源装置（本体（電源コード一体型））

w CD-ROM「取扱説明書」
e 保証書

r ラック搭載用レールセット

t フロントベゼル（N8142-22A/23A/29）
y クリート（N8142-22A）

Step 2 設置場所の確認
● UPSの入力電源コードの形状にあった商用電源コンセントを用意してください。
入力電源コードの形状：

N8142-22A/23A：
NEMA 5-15P

N8142-11B/29：
NEMA L5-30P

Step 4 バッテリ/アクセサリの接続
バッテリの接続

1. 前面のパネルを取り外します。（N8142-11B）

2. バッテリ接続コネクタ（q）を引き出します。

3. バッテリ接続コネクタ（q）をバッテリ接続挿入コネクタ（w）に「カッチ」と
音が鳴るまで十分に挿入します。

4. N8142-22AとN8142-23A/29は付属のベゼルを装着します。N8142-
11Bはフロントパネルを装着します。その際、接続ケーブルをベゼルまたは
パネルに挟まない様に気をつけてください。

アクセサリの接続：

UPSアクセサリをご使用の場合、UPS背面の SmartSlotのカバーを外し、
UPSアクセサリを挿入、接続します。

注意：UPSアクセサリの接続は、必ずUPSの運転を停止し、本装置の電源コー
ドを商用電源コンセントから取り外した状態で実施してください。

Step 6 コンピュータ機器の接続

Step 5 商用電源への接続
1．本装置の電源コードを商用電源コンセントに差し込みます。

2．N8142-11B/29の場合：
UPS背面の入力ブレーカを上げて、Onにしてください。

3．使用前にバッテリを6時間充電してください。本装置は、商用電源に接続
されている間は常にバッテリを充電しています。

注意：電源を接続した時に、ブザー音や一部LEDの点滅等が発生する場合があ
りますが、故障ではありません。LED点灯や点滅が続く場合は、ACを
切断して、OFFボタンを数秒押してリセットしてください。

Step 3 ラックにマウントする

● 教育を受けた保守員または専門業者以外は、本製品の19インチラックへの実装はしな
いでください。無理に持ち上げると腰を痛めたり、落としてけがをすることがあります。
搭載作業は2人以上（N8142-22A/23A）または3人以上（N8142-11B/29）で実施願
います。
質量：N8142-11B（約54kg）、N8142-29（約44kg）、N8142-23A（約28kg）

N8142-22A（約22kg）
● 19インチラックを不安定な場所に設置しないでください。ラックが倒れ、重傷を負
うことがあります。

● 本製品を19インチラックへ実装する前、および19インチラックから取り外す前に
フロントベゼルを取り付けないでください。フロントベゼルに手をかけると移動中
に外れて、けがをするおそれがあります。

● 本製品はEIA規格に適合したExpress5800シリーズ用の19インチラックに取り付
けて使用します。EIA規格に適合していないラックに取り付けて使用したり、ラック
に取り付けずに使用したりしないでください。本製品が正常に動作しなくなるばかり
か、けがや周囲の破損の原因となることがあります。Express5800シリーズで使用で
きるラックについては保守員または販売店にお問い合わせください。

1．UPSをラックのどの位置に設置するか決めます。
UPSはラックの最下段から順番に実装してください。

2．UPSに添付しているラック搭載用レールはスライド
式になっています。幅が広い方が前方にくるように、
レールをラックに配置します。

3．レールの前後を2人で持って、ラックの正面にあるポ
ストから背面のポストまで届くようにレールを伸ばし
ます。

4．レール（前面）の下側の穴と、UPSを設置するポスト
の位置に合わせます。

警告

Step 8 インターフェースケーブルの接続
OS, ESMPRO/UPSManagerまたはPowerChute Business Editionに合
わせたインタフェースケーブルをインタフェースポートに接続してください。
「Step6コンピュータ機器の接続」を参照してください。
SMPRO/UPSManager：ソフトに添付のケーブル
PowerChute Business Edition：ソフトに添付のケーブル
OS標準UPSサービス：N8580-04
ESMPRO/AC Enterprize：LANケーブル

Step 7 電源をONにする

故障かな？と思ったときは
UPSがオンにならない場合
● ONボタンを押していない。
● UPSが商用電源に接続されていない。
● UPSの過負荷スイッチがトリップしている。
● 商用電源電圧が非常に低いか、存在しない。
● バッテリまたはバッテリ接続端子が正しく接続されていない。

ブザー音や一部LEDの点滅等が発生する
● 初めて電源をONした時に、ブザー音や一部LEDの点滅等が発生する場合が
ありますが、故障ではありません。LEDの点滅が続く場合は、入力電源コー
ドを商用電源からはずし、OFFボタンを数秒間押してUPSリセットしてく
ださい。その後、Step5からやり直してください。現象が再発する場合には、
取扱説明書をご確認ください。

バッテリ交換LEDが点灯し、警報音が断続的に鳴っている。
● バッテリが寿命に達している可能性があります。バッテリを交換してくださ
い（保守員以外は、バッテリの交換作業は行わないでください）。

● UPSが商用電源に接続されていない。

q 負荷モニタ
w AVR Trim LED
e オンラインLED
r AVR Boost LED

t ON/TESTボタン
y OFFボタン
u 過負荷LED
i バッテリ使用中LED

o バッテリ交換LED
!0 バッテリ残量/商用
電源電圧モニタ
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5．UPSに添付しているM5ネジとワッシャーを、ポス
トの下側の穴とレールの下側の穴、ポストの上側の穴
とレールの上側の穴にそれぞれ取り付けます。

6．レール（背面）も同様にM5ネジとワッシャーを取り付
けます。N8142-22Aは2箇所、N8142-11B/23A/29
は3箇所取り付けます。

7．もう片方のレールも、同様の手順で取り付けます。

8．UPSに添付している取付用ブラケットを、ブラケット
用ネジでUPSに取り付けます（N8142-22A）。

9．UPSの各側面には、レールの溝に挿入するためのク
リートが付いています。UPSの両側から底面をしっ
かり持ち、クリートをレールの溝に合わせ、UPSを
慎重にスライドさせます。搭載作業は、N8142-
22A/23Aは 2人以上、N8142-11B/29は 3人以上
で行ってください。

10．UPSに添付のM5化粧ネジで、UPS前面のブラケッ
トをポストに固定します。N8142-22Aは左右各1箇
所、N8142-11B/23A/29は各2箇所を固定します。

6.－7.

4.－5.

8.－10.
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本装置正面パネルにあるONボタンを押してください。オンラインLED（緑）が
点滅後、セルフテストが実行されバッテリ使用中LED（オレンジ）が点灯します。
セルフテスト終了後、オンラインLEDが点灯します。

11B/22A/23A/29

q コンピュータインターフェースポート（COM）
w コンピュータインターフェースポート（USB）※使用不可
e TVSSGNDネジ t 過負荷保護リセットボタン u 感度ボタン、感度LED
r SmartSlot y 出力コンセント i 入力ブレーカ

※各部の詳細に関しては、取扱説明書をご覧ください。

Step 9 ソフトウェア設定
UPSによる停電時のシャットダウン制御や計画運転制御を行うために、各
UPS管理ソフのト設定が必要です。

インターフェースケーブルでUPS接続してOS標準サービスで制御する場合と
UPS制御の専用ソフトと使用する場合では接続するケーブルがことなります。
インターフェースケーブルやネットワークでUPS接続して管理ソフトを使用
する場合の各設定手順を紹介いたします。

OS標準のUPSサービスを使用する場合
停電時のサーバシャットダウン制御のみ対応可能で自動リブートできません。
OS（Windows、Linux等）で設定方法がことなります。詳細は本装置の取り扱
い説明書及び、各OSのマニュアルを参照してください。

Windows OSの例を提示します。
※Windows Vista/2008では本機能は未対応です。

1．UPSとサーバをN8580-04（インターフェースケーブル）で接続しているこ
とを確認します。

2．システムを立ち上げて、「スタート」→「設定（S）」→「コントロールパネル（C）」
→「電源オプション」で「UPS」のタブを選択すると、以下のようなUPSダイ
アログボックスが表示されます。

3．詳細の欄の「選択（S）」ボタンをクリックすると「UPSの選択」ダイアログ
ボックスが表示されるので、「ポート（P）」のプルダウンメニューからUPS
を接続したCOMポートを選択してください。

UPSが接続されている
COMポートを選択

ラック型無停電電源装置（UPS）：N8142-11B/22A/23A/29

スタートアップガイド

Express5800

本装置を取り扱う前に、別添付の「使用上のご注意」を必ずお読み
ください。安全に関する大切な注意事項が記載されています。

箱を開けてから本製品が使えるようになるまでの手順を説明しま
す。このスタートアップガイドに従って作業してください。

各Stepの詳細に関しては別添付の取扱説明書（CD-ROM）を参
照願います。



OS（Windows、Linux等）で設定方法がことなります。また、OSのRevや
適用必要なService Packの確認が必要です。また、PCBEは以下の3つのコ
ンポーネントから構成され、UPSの管理方法でセットアップの方法がことなり
ます。

q PowerChute Business Editionエージェント
w PowerChute Business Editionサーバ
e PowerChute Business Editionコンソール

セットアップの際にはかならずPCBEのインストールガイド及び本装置の取り
扱い説明書を参照してください。

UPS管理ソフト（PCBE：PowerChute Business Edition）の場合

5．「UPSの構成」ダイアログボックスが表示されるので、以下の通り設定を
行ってください。

6．設定が終わりましたら「OK」ボタンをクリックし、ダイアログボックスを閉
じます。状態の欄の「現在の電源」が「AC電源」になっていることを確認して
ください。

4．次に「製造元の選択（S）」プルダウンメニューから「American Power
Conversion」を選択すると「モデルの選択（M）」にUPSの機種が表示されま
すので、「Back-UPS」を選択し、「完了」ボタンをクリックしてください。

以下の電源プロパティの表示の戻り、「製造元」が「American Power
Conversion」、「モデル」が「Back-UPS」であることを確認したら、「構成
（C）」ボタンをクリックして下さい。

ESMPRO/UPSManagerは主として下記機能を提供し、UPS制御ソフトウェ
アPowerChute Business Editionのみを単体で使用する運用に比べ、優れ
た運用操作性を実現します。
● UPS状態監視（配下のUPSの状態を一定時間ごとに監視し、マネージャ画面
に表示）

● UPS寿命管理支援（使用開始からの日数、交換の目安を表示）
● 運用情報統計グラフ表示（UPSの稼働状況遷移を表示し、継続的な安定稼働
を支援）

● 障害情報採取機能（UPS運用ログ情報を、UPS管理マネージャからボタン1つ
で採取）

● ESMPRO連携機能（アラート通報連携など）またWindows環境の場合、
ESMPRO/UPSManagerとESMPRO/AutomaticRunningControllerが
連携することで、スケジュール機能の強化や、CLUSTERPRO環境での自動
運転機能のサポートが可能です。お客様システムによって必要なソフトウェ
アのご購入をご検討ください。

ESMPRO/UPSManagerのご紹介

詳細のインストール方法については、各ソフトのマニュアル
を参照し実施願います。

Step 10

□✓ すべての通知を有効にする

電源障害が発生してから通知するまでの時間（秒）：5
その後の通知間隔（秒）：120

□✓ バッテリ駆動開始から警告を発するまでの時間（分）：5

□ アラーム時に、このプログラムを実行する

次にコンピュータが行う動作： シャットダウン

警 告
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